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第1部 訪問調査の結果

1.「 貴 学 に お け る大 学 ア ー カ イ ヴズ につ い て 」

1-1設 置 目的 ・設置経緯 一 史資料の評価選別 と、保 存 ・管理 をす る組織一

学習院アーカイブズは2011年4月 に、従来 の総務部総務課院史資料室を改組 して独立 し

た事務組織(職 員2名)と して設置 された。

学 習院 の創 立 は1877年 で あ り・1972年1こ 学習 院1・ 驚1

百年史編纂室が設置 されて1980年 ～1986年 にかけ

て 『学習院百年史』全三編が刊行 された。また1981

年には総務部総務課院史資料室(職 員1名)が 設置

され、1994年 か ら2002年 まで 『学習院大学五十年

史』の編纂 が行 われた。

その後、2009年 に院史資料室併設の学習院アーカ

イブズ準備室ができて学習院アーカイブズ設立につ

ながった。2008年 に大学院アーカイブズ学専攻が開

設 されたことも、アーカイブズ設置 を推進 した。

設置 目的は、「本院の経営、教育 ・研究活動及び こ

れ らの活動に伴 う事務書類 において作成 され、収受

される史資料 の うち、将来に残すべき価値のある史

資料を評価選別 し、保存 ・管理する」(学習院アーカ

イブズ規程第2条)こ とである。この 目的を具体的

に説明すれば、学習院アーカイブズは、史資料 によ り学習院 の歴 史 と伝統 を確認す る場 と

して、教育研究 ・広報な どに寄与す る目的 とともに、文書の整理 と管理を進めて事務効率

の向上など業務改善 に寄与す ることも目指 している。

文書の整理 と管理 に重点を置かれてい るこ とが、学習院アーカイブズの特徴である。

1-2組 織形態 一 事務組 織 として の性格一

学習院アーカイブズの組織 は、 「室長」 「事務職員」 「運営委員会」か らなる。

室長は、総務担 当常務理事が担当す ると規程で定 められてい る。

事務職員は規程では、3名 で内2名 がアー キビス トと定められているが、現在は事務職員

2名 で内1名 がアーキビス トとい う構成になってい る。

運営委員は教員 と法人各部署の部課長クラスか ら構成 されている。大学教務課のよ うな

文書作成量の多い部署が参加 していない点は、今後 の課題 となっている。

総 じて、アーキ ビス トを含む事務職員の室員 を中心 としたシンプルな組織 といえる。
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第1部 訪問調査の結果

1-3活 動内容 一 史資料 の保存 ・管理 を確 実 に一

主な活動 内容 としては、学習院関係史資料の保存 と管理、事務文書 中の非現用文書の評

価選別、史資料の レファレンスなどが挙げられ る。

史資料の保存 と管理だけで も、解決すべ き問題 が多い。

2009年 に学内各部署 にアンケー トをとった ところ、半数の部署で文書保管スペースが不

足 し、文書取扱規程に即 した管理の実施 が困難 になってい るうえに、学部学科の事務担 当

者(副 手)は 契約職 であるため文書管理 がスムーズに進まない とい う問題点 も浮 き彫 りに

なってきた。学習院全体にわた る文書管理の仕組みを検討 して、アーカイブズへの移管を

進 めることが必要 とされている。

しか し、すでに所蔵 してい る資料は、戦前期の文書資料(明 治期以来の公文書 ・個人資

料)、 戦後期の事務文書や個人資料、写真、磁気資料、モノ資料、文献類 、学習院発行の印

刷物 などで段 ボール箱 に換算 して約1070箱 にのぼる。整理 ・目録作成の作業中であるが、

この作業には多大な労力 が必要であ る。また、すでに収蔵スペー スは満杯に近 く、新たな

資料移管のためには施設設備の確保 が

必須である。

また、法人本部のある目白キャンパ

ス以外にも戸山キャンパ ス(女 子 中高

等科 ・女子大学)、 四谷キャンパス(初

等科)に も史資料 が散在 し、まず 「ど

こに何があるか」を明確 に しなければ

な らない段階である。

各部署か ら移管 され てきた文書を評

価選別 して保存か廃棄かを決めていく 懸灘灘

ためのルール作 りは、模索中である。

マスコミや 自治体史な どを中心に年

難

,
灘

雛
繕

所蔵資料の例(式 事録)

間150件 の史資料に関す る問い合わせがある。 レファレンス業務 は、利用者 との対話を大

切に しなが ら進めている。

大学院アーカイブズ専攻 との連携は、学習院 の特徴 であ る。アーカイブズ専攻の大学院

生の実践的教育では、アーカイブズの施設 が利用 されている。

展示室の管理運営、史資料の収集、学習院史の編纂、学習院史に関す る授 業なども今後

取 り組 んでい く課題 であるが、業務の優先順位 をど う設定す るかが難 しいと感 じている。

当面は、史資料の保存 と管理 を確実に持続 してい くことが重要であろう。
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第1部 訪問調査の結果

2.「 貴学 に とっての大 学アーカイ ヴズの意義 」 につい て

学習院アーカイブズの業務 を行 っ

てい くためには、アーカイブズのこと

だけを考えるのではな く,学 校全体を

考 える必要があるが、逆に考 えればア

ーカイブズを介 して、学内の横 の連絡

が取 りやす くなる とい う意義が ある。

教学 と事務 との間や,法 人 と各学校 と

の問には見 えない壁が あるようだが,

アーカイブズの活動 を介 して、学内の

各部署間、あるいは教員 と職員間の連

携 ・情報交換が円滑になっていく手応

えを感 じてい る。

3.「 国公 立大学 ・私立大学 にお ける大学 アー カイ ヴズの意義」 につい て

私立大学に限って も、各大学に よって ぐ事情が違 う。例 えば・歴史史料 を中心にすべ き

か、学校全体の文書(事 務文書)中 心 とナベきか とい うことでも、意義 は異 なって くる。

今後、近畿大学 を訪 問す る機会があれば、近畿大学の特性 を知った上で改めて話 してみ

たい。例えば、編纂 を契機 に学 内の古い事務文書を集 めてい くことか ら始 めるとい うや り

方で少 しずつ基礎 固めを しなが ら恒常的な流れ に持ってい くとい うや り方 もある。

調査を振 り返って

史資料の収集保存 を地道 に進 めてい くとい うこ どによって、大学内の横 の連携がで きて

活性化 してい くとい う指摘 には説得力を感 じた。学習院アーカイブズのよ うに、アーカイ

ヴズ としてのシンプル な活動 を各部署 と協力 しなが ら進 めてい くこと自体が、大学アーカ

イ ヴズを意義あるもの としてい くためのポイ ン トの一つであるとい うことは、近畿大学で

大学アーカイ ヴズをつ くる際にも、参考 とすべ きである。

また、「最初 は少 しずつ始 めることが必要」 「スタ ッフは、若 くて体力がある人が受 け持

つのが よい(教 員 とす るか職員 とするかは大学の判断)」 とい った実践的なア ドバイスもい

ただいた。

(冨岡勝)
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